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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・来週の歯科は連休となる為、5/2（水）実施となります。歯科担当の方は忘れず準備お願いします。担当は滝田文子Nsとなっています。

· 5/15の部署懇談会の送迎バスについてですが、利用希望者が10名以上であれば依頼します。

希望者は上野JGMまでお願いします。

· 日常生活支援担当者より～4月分の日常生活支援能力評価表についてですが、5/5までに提出

をお願いします。

· 花見担当より～患者様負担金の家族への確認がまだ取れていない患者様がいますので、

御家族様より問い合わせがあった際、面会があった際は確認をお願いします。

・藤井　孝蔵様（預かり金していないため400円持ってきてもらう）

・清水　徹様（預かり金からの支払い400円）

・沼端　恵子様（預かり金からの支払い1000円）

・松林　政道様（預かり金なため400円持ってきていただく。）

・浅野　秀子様（預かり金からの支払い400円）

· 下記の患者様は、医事に担当スタッフから連絡済みです。

費用が届いたら松橋Cwに渡してください。

・泉川　ケイ子様・小林　チエ様・藤井　崇史様

・三村　れい子様・松林　政道様

現在、企画担当者より、確認取れていない患者様については、医事チーム、病棟スタッフで、混乱の無いように一覧表作成し、情報管理していくこととしています。

＜患者様連絡事項＞

· 渡辺　達也様～感冒症状軽減したことから、PL顆粒が本日昼でのみきり終了の指示あり。

· 山口　富蔵様～本日入浴時に現金351円がポケットに入っているのを確認しています。

本人に了解を得て回収し、預かり金へ入金することとしています。

· 千葉　友紀子様～本日退院となっています。

初外来は5/7（月）、あかしや寮への入所は、母様入院の都合がある為

5/10（木）となっています。外来チームへは情報提供済みです。

· 清水　由美子様～御家族様へ退院の日について連絡したところ、母様が体調不良の為もう少　　　

し待って欲しいと話されています。三浦SWへ状況報告し確認中です。

· 木村　春雄様～胃管チューブ自己抜去ありましたが再挿入できています。

保護者様がいらした際、ミトンの注文の確認し、許可となり、当院で購入してほしい希望ありました。

· 松浦　るみ子様～昨日準夜帯にて胃管チューブが口腔内に蛇行しているところを発見。再挿

本日再挿入しています。レントゲンにて先端確認とれ、安ヶ平Ｄｒ指示に

て、栄養、内服開始しています。時間が遅れている為、確認し実施してい

きましょう。

· 谷地　サエ様～牛乳アレルギーあるとのことでヨーグルトを提供していましたが不安があり、

摂取できないとのことです。今後りんごジュースの提供を検討しています。

月曜日主治医へ確認していくこととしています。

＜措置入院患者様ケース検討＞

· 成田　勝弘様～来月に措置解除に向けた意見書を作成、提出予定です。

また、措置解除後の入院形態や金銭管理及び服薬管理に向けた、本人に対する勉強会を実施していく予定です。入院形態に関しては、保護者様の意見も確認しながら決定していく事としています。最近の様子としては、特にトラブルとなる言動は無く、異常体験に左右された言動もありませんが、周囲へ対する過剰な反応や、影響を受けやすく、否認が強い状態です。引き続き、精神症状の観察と、今後の生活支援として、経済状況確認し生活指導・服薬指導を中心に関わっていくこととしています。

· 藤井　崇史様～異常体験に左右された言動がみられ、ほとんどを臥床しており無為的に過ご

しています。日課も自ら行う事は少なく、強い介入を要する状況です。服薬

は、スタッフ粉砕し確認のもとで服用して頂いており、吐薬等は無く、確実

に服用できている様子です。引き続き、確実な服薬と日課の声掛けを行い、

精神症状の観察及び、生活支援・介入していくこととしています。

＜災害緊急時の患者様誘導、避難経路について＞

東病棟避難経路

· Aユニット

ホール内Dユニット側ドア

· Bユニット

開放病棟側レストラン方向のオートドア

クリスタルルーム内ドア

喫煙所ドア

· Cユニット

Aユニット詰所内ドア

避難誘導

· 火災の場合出火場所から離れた場所に、地震の際はBユニットホールに一旦集合していただく。

· 初期消火の失敗、又は地震の際の建物倒壊の恐れがある場合、避難出口に沿って誘導。

＜緊急時はスタッフも混乱することが予想されるため、各自確認・周知し協力して対応していきましょう。＞







